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ＩＣＴ（グループウエア）を活用すれば実態把握も可能！
重要なのは「残業ゼロにできたか」というアウトカム！当局の役人魂は？
「人は増やせない」等、できない理由を考えず、どうしたらできるか実践策を考えよ！
当局は7月14日、行政改革大綱を策定しました。

この中で、いつかどこかで聞いたことのある「残業ゼロに向けた取組み」と「県庁ＣＨＯ計画に基づく健康経営の実践」というものが記載されています。

「残業ゼロに向けた取組み」では、「資料の簡素化、調整等の時間削減、会議改革、進捗管理の徹底」を記載するのみで、そもそも「ゼロ」を目標としている残業は、「今どのくらいあるのか」という実態把握も表明せず、大きな原因の一つであると誰もが思っている「人員」には全く触れていません。
また、「県庁ＣＨＯ計画に基づく健康経営の実践」では、「継続的な運動の習慣化や、未病の分析を通じた健康に対する評価軸の設定により、職員自らが未病の改善、健康増進に取り組み…」とし、職員の健康問題を「運動不足」に矮小化し、メンタルヘルス不全の原因である「長時間・過重労働」を一顧だにしていません。知事お声掛かりの「未病」の宣伝に使おうとしているだけなのでは？と疑いたくなります。

以下に、自治労県職連合「2016年度運動方針」の一部（上記に関連する「安全で健康的な職場環境をつくろう）を掲載します。皆さんの討議をお願いします。

過重労働の撲滅を
当局の公式な資料（2013年度安全衛生委員会資料）ですら、時間外勤務の月100時間超が153人、2～6か月平均80時間超が110人、月45時間超が2,154人です。実際はこの数倍いると思われ、多くの職員がいつ過労死してもおかしくない実態です。

当局は「行革大綱」で「残業ゼロ」を表明していますが、具体策は全く不明です。当局が本当に「残業ゼロ」をめざすなら、労使協議の下、まず実態を把握し、原因を究明し、そして具体的な対策を話し合い、実行していくよう次の点を求めていきます。

①　実態の把握：グループウエアを活用して在庁時間を把握する。

②　原因の究明：全庁、部局、職場ごとに、人員配置や予算・議会業務の在り方や個別の課題など、時間外勤務の原因を明らかにする。

③　対策の策定：原因が人員不足なら人員増を、仕事のやり方なら業務改善を、意識の問題なら意識改革を、「人は増やせない」とできない理由を並べるのではなく、本当に必要な対策を策定する。

安全衛生委員会等の活性化を

①　すでに設置されている委員会については、法令に従い月1回以上の開催とその報告を当局に求めます。

②　開催内容についても、単なる報告だけでなく、法令に定められている調査・審議が十分行われるよう求めていきます。

③　すでに設置されている委員会に、自治労県職労の代表が選出されていない場合は、自治労県職労の代表を加えるよう働きかけます。

④　常時働く労働者が50人以上いる職場には、最低限衛生委員会を設置する義務が当局にあります。未設置の職場については、速やかに設置するよう求めます。

⑤　労働者が50人未満の職場についても、法令により、安全又は衛生に関する事項について、関係労働者の意見を聴くための機会を設けるようにしなければなりません。点検活動を行い、単独職場で機会を設けていない職場については実施するよう求めて行きます。

⑥　現在は、本庁各庁舎や合同庁舎では、各所属が50人未満の場合、安全衛生委員会は設置されていませんが、本来、事業所（＝庁舎等）ごとに設置されるべきであり、庁舎ごとの設置を強く求めて生きます。
安全な職場環境の確立を

①　労働安全衛生法令で定められている温度、湿度、照度等の基準を厳守するよう当局に確認するとともに、点検・摘発運動を実施します。

②　恒常的な時間外勤務が解消されるまでの措置として、職員の労働安全衛生を確保するために、時間外においても冷暖房を稼働させるよう求めます。

③　庁用自動車の更新については、使用する職員の不安を解消できるルールの確立をめざします。
よりよいメンタルヘルス不全対策を

①　職員健康管理Ｃに産業医を責任者とするチームを設け、組合との協議を含めて発症予防、早期発見、早期ケア、早期復職サポートによる総合的なメンタルヘルス対策を確立するよう求めます。
②　メンタル不全による療養休暇取得者、休職者が発生した職場については、産業医への報告・相談義務を課し、産業医の監督の下でその原因を調査するよう求めます。

③　予防対策として、精神科医による相談会等の定期実施や職場巡回相談の充実、メンタルヘルス研修の充実を求めます。

④　早期発見・早期ケア対策として、採用後半年経過の職員を対象に保健師による面談を実施するよう求めます。

⑤　復帰支援策として、リハビリ勤務実施状況の検証、復職支援計画全般を産業医が管理する体制・職場支援策の構築を求めます。
☆☆☆組合員の投稿編☆☆☆

投稿１

「行政改革大綱」感想文

　「行革大綱」本体については、そのうち組合が批判するでしょうから、それ以外の気が付いた点について意見を述べます。
　まず気になるのは、内容以前に、カタカナ文字、ローマ字が多いということです。
その理由として考えられることの一つは、単純に「国語力が乏しい」ということです。的確で平易な日本語に置き換える能力がないため、カタカナ文字やローマ字をそのまま使用する事例です。
もう一つは、「アウトプット（結果）」とわざわざカタカナ文字を書いていることに見られるように、単純に「カタカナ文字＝かっこいい」と考えている程度の低い思考能力です。
　いずれにせよ、県民や職員に理解してもらおうという真摯な姿勢は全く感じられません。
　次に問題なのは、これは今回の「行政改革大綱」に限らず、県の作成する計画の類すべてに共通していますが、その以前の大綱なり計画なりの「総括」（成果と反省といってもいいが）が全くないことです。
　前に実施した計画の「どこに成果があって、どこに不十分な点があり、その原因はなんだったのか」、その考察がなく、新たに想像でモノをつくっていく手法こそ、「前例踏襲」の「役人体質」ではありませんか。
　最後に、この文章を書いた人、書かせた人は、本当に県の仕事を理解しているのか、大変疑問に思いました。
　よく幹部職員は、「県の歳出の8割以上が医療費、介護費、人件費等の義務的経費で硬直化している。」と否定的に言いますが、元来サービス業の人件費比率は高いものですし、県の主要な業務を踏まえれば、義務的経費の割合が高いのは当然で、きちんと必要な県民に必要なサービスが届いている証明です。
　地味で目立たない仕事が嫌な人は、国や市町村へ、いや、いっその事、お台場あたりのテレビ局への転職をお勧めします。
投稿２

7月28日付けの神奈川新聞に「知事提唱の健康経営　歩数計登録まだ56％」という記事が載っていた。
ヒマでぶっ座って、いいもん食ってるやつが「歩く」なら、歩数計も役に立つかもしれないけど、そもそも県職員の不健康の原因は、そんなところじゃない。
ろくに冷房も入れず、廊下は真っ暗にして、深夜まで働かせて、思いつきのわけのわからん仕事で職員にストレスを与えておいて、「健康経営」なんてチャンチャラ笑わせる！
そんな連中に「健康」を語る資格はない！
それに健康増進だって、何も歩くだけじゃないはず。
全員が同じ方向を向いて同じことをするのって、すごく不気味。
そんなことを望んでいるのは、どこかの国の「ソーリ」とブラックだけじゃないの？
ま～、お友達らしいからしょうがないか！
自治労県職連合　第7回定期大会

自治労県職労　第33回定期大会

にすべての職場から参加を！
○日時：9月2日（水）14時から

○会場：波止場会館５階　多目的ホール

（大桟橋入口）
☆誰もが安心して働くことができる職場づくりをめざし、運動方針を確立しよう！

第50回いのくら総合分科会
＜基地分科会＞
日時：８月８日（土）１８時３０分～

会場：横浜情報文化センター６Ｆ　情文ホール

（みなとみらい線「日本大通り駅」３番出口からすぐ）

内容：上映会「ザ・おもいやり予算」

リラン・バクレー監督のお話

★参加ご希望の方は、組合事務所までご連絡を！
＜連合神奈川青年委員会主催＞

サマーフェスタ開催！

～アジアンテイストあふれる会場で仲間づくり～

日時：８月２９日（土）１６時～１８時３０分
（受付開始１５時３０分）

会場：パセラリゾーツ関内４Ｆ　グレースバリ

横浜市中区末広町３－９５

(ＪＲ・地下鉄「関内駅」から徒歩４分)

対象：若年層の男女組合員

参加費：無料
☆　民間で働く組合員とも気軽に交流ができるパーティです。　　　※　参加ご希望の方は組合事務所まで

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































